
令和4年度第1回船橋市図書館協議会　【資料3-①】

１）図書館サービス推進　①サービスの拡充

ａ）図書の充実

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
図書購入の一
元化を実施する

→ →

実施
状況

資料収集担当
者会議の開催
日数の拡充とと
もに、北図書館
による図書購入
の一元化を実
施した。西図書
館所蔵資料目
録改訂版を発
行した。

資料収集方針・
資料収集基準
の見直し作業に
着手した。

資料収集方針・
資料収集基準
を改定した。
音楽ＣＤの所蔵
を開始した。
平成29年度か
らの西図書館に
よる二次選書業
務の運用案策
定及び、関連す
るシステムのカ
スタマイズを実
施した。
一部雑誌の保
管年限を変更し
た。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

指定管理者に
よる選書後、西
図書館にて二
次選書を行い、
計画的に図書
資料を整備し
た。
ハンディキャッ
プサービスにお
ける資料収集・
提供を検討し西
図書館1階にハ
ンディキャップ
コーナーを設置
した。

指定管理者に
よる選書後、西
図書館にて二
次選書を行い、
計画的に図書
資料を整備し
た。
ハンディキャッ
プサービスにお
ける機器の導
入、視覚障害者
のための相互
貸借による貸出
を開始した。

各分野の貸出
傾向等の状況
に基づいた資
料の収集に努
めた。
市内の全自治
会へ寄贈を依
頼し、自治会が
持つ地域資料
を収集した。

蔵書管理を効
率的に行えるよ
うに、共同書庫
に排架する資
料を北図書館
の所蔵資料とし
た。
雑誌全体の保
存年限の見直
しを行った。

利用者が資料
を探しやすくな
るよう、請求記
号を見直しし、
それに合わせ
て背ラベルの変
更を開始した。

　市民要望の多い図書や地域性に配慮しつつ、図書館全体での体系的かつ効率的な資
料の充実を図る。

前期
計画

図書購入の一元化に向けた蔵
書方針を検討し、具体的な実施
計画を策定する

後期
計画

選書業務を一元化し、効率的な図書購入を実施する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　①サービスの拡充

ｂ）情報発信の充実

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

市民にわかりや
すいホーム
ページによる情
報発信を行う

→ →

実施
状況

貴重資料のデ
ジタル化を開始
した。

図書館ホーム
ページをリ
ニューアルし
た。
絵はがきの販売
を開始した。
「図書館活用講
座」を３回実施
した。

Facebookペー
ジを作成し、情
報発信を開始し
た。
新規事業「年越
しブックセット」
を開始した。
「図書館講座」
を７回実施し
た。

絵はがき第２弾
の販売を開始し
た。
図書館講座、西
図書館リニュー
アル記念講座
を多数実施し
た。

目標 　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

7月から船橋デ
ジタルミュージ
アムを開設し貴
重資料の高精
細画像を新たな
形で公開した。
10月に図書館
報を創刊し今
後、年4回の発
行とした。

5月からメール
マガジンの配信
を開始した。
31年3月に指定
管理者ホーム
ページをリ
ニューアルし
た。

「船橋市デジタ
ルミュージアム」
をリニューアル
した（公開は令
和2年度）。
西図書館所蔵
貴重資料の絵
画目録をWeb
公開した。
絵はがき第３弾
の販売を開始し
た。
ツイッターを４館
で開設した。

図書館ホーム
ページをリ
ニューアルし、
アクセシビリティ
に配慮したほ
か、ホームペー
ジからのリクエス
トを可能とする
など、新たな機
能を追加した。

ツイッターを活
用したイベント
を各館で開催し
た。
図書館ホーム
ページでは市
史に関するコラ
ムの掲載や、各
館に設置してい
るYAコミュニ
ケーションボー
ドの投稿内容の
紹介など様々な
情報発信を
行った。

　多様な情報媒体を活用し、図書館や図書の情報を発信していく。
　特に直接的な経費の負担がなく、即時に情報発信ができる図書館ホームページを中心と
した情報発信の充実を図る。
　図書館の利用案内やおはなし会、児童資料や地域資料の展示会などのイベント情報に
加え職員による新着図書情報やテーマ別の図書案内などの図書情報の発信を行い、常に
新鮮な情報提供ができる体制を整える。

前期
計画

情報発信のあり方を検討し、新た
な情報発信の準備を行う

後期
計画

　ホームページを中心とした、図書館における情報発信のあり方を検討する。
　市民にわかりやすいホームページによる情報発信を行う。
　職員によるテーマ別の図書案内を発信する。
　子ども向けの図書館ホームページを充実する。
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１）図書館サービス推進　①サービスの拡充

ｃ）レファレンスサービスの充実

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
レファレンス
サービス体制を
強化する

→ →

実施
状況

第一法規デー
タベースの操作
研修を４図書館
で実施した。
新聞記事等の
オンラインデー
タベースを中央
図書館に導入
した。

図書館アドバイ
ザーによるレ
ファレンス研修
を実施した。

新西図書館開
館と同時に相
談・案内カウン
ターを設置する
とともに、パス
ファインダーを
作成した。
レファレンス
ツールの拡充
のために図書
館マークの切り
替えを実施し
た。
図書館アドバイ
ザーによるレ
ファレンス研修
を実施した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

資格を有する職
員の専門職採
用を行った。研
修等により専門
知識のスキル
アップを行っ
た。

研修参加等に
より専門知識の
スキルアップを
行った。
郷土資料に関
するテーマ別調
べ方案内を作
成した。

国立国会図書
館レファレンス
協同データ
ベースを活用
し、レファレンス
事例の蓄積と市
内図書館間で
の情報共有を
開始した。

蓄積しているレ
ファレンスをレ
ファレンス協同
データベースに
登録した。
パスファイン
ダーを作成し、
配架、図書館
ホームページで
公開した。

レファレンス事
例をレファレン
ス協同データ
ベースへのイン
ターネット公開
を始めた。
郷土資料に関
するパスファイ
ンダーを新たに
作成した。

　図書に対する専門知識を有する人材を確保し、決め細かなレファレンスサービスや読書
相談が気軽に行える環境を整備する。

前期
計画

レファレンスのあり方を検討し、
具体的な実施計画を策定する

後期
計画

　図書館におけるレファレンスサービスのあり方を検討し、図書に対する専門知識を
有する人材を確保し、きめ細かなレファレンスサービスや読書相談が気軽に行える
環境を整備する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　①サービスの拡充

ｄ）開館日数の拡充

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
夏季(７、８月）の
月末整理日の
開館を試行する

月末整理日、特
別図書整理期
間の短縮による
開館日数を拡
大する

→

中央図書館に
おける月曜日
開館試行実施
に向け検討する

実施
状況

夏季(７、８月）の
月末整理日の
開館を試行し
た。

夏季（7,8月）図
書整理日の開
館を実施した。

→

夏季（7,8月）図
書整理日の開
館を実施した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画

【実施時期未定】
中央図書館に
おける月曜日
開館を試行実
施する

→ → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

平成29年度当
初から、4図書
館において、最
終月曜日を除く
月曜日を開館し
た。
夏季（7,8月）図
書整理日の開
館を実施した。

　図書整理日、特別図書整理期間の短縮を図る。
　市民のニーズ、他市での実施状況、図書館の運営体制の整備を精査する中で、中央図
書館での月曜日開館の試行実施を行う。

前期
計画

後期
計画

　夏季期間（7月、8月）の月末整理日の開館を試行する。
　図書整理日、特別図書整理期間を短縮し、開館日数の拡大を行う。
　市民のニーズ、他市での実施状況、図書館の運営体制の整備を精査する中で、
中央図書館での月曜日開館の試行実施に向け検討する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
　月曜日開館については、中央図書館で試行実施を行う。
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１）図書館サービス推進　①サービスの拡充

e）開館時間の延長

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

中央図書館、建
替え後の西図
書館の平日開
館時間を午後８
時まで延長する
東図書館、北図
書館の平日開
館時間を午後７
時まで延長する

→ →

実施
状況

開館時間の延
長を検討した。

→ →

指定管理者制
度導入を前提と
した開館時間の
延長を検討し
た。

新西図書館の
平日開館時間
を午後8時まで
延長した。
中央・東・北図
書館は平成29
年度から平日
午後8時まで延
長することとを
検討した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

平成29年度当
初から、4図書
館において、平
日の午後8時ま
で開館した。

　開館時間の延長に対する市民ニーズを把握した上で、開館時間の延長を実施する。

前期
計画

後期
計画

開館時間の延長を検討する

　中央図書館、建替え後の西図書館については、火曜日から金曜日まで平日は午
後８時まで開館時間を延長する。
　東図書館、北図書館については、火曜日から金曜日まで平日は午後７時まで開館
時間を延長する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　②効率的な図書館運営

ｆ）高度情報化社会における図書館サービスの推進

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

新聞記事など
の情報データ
ベース、電子書
籍などへの対
応を調査研究
し、取組方針を
策定する

新聞記事の情
報
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを導
入する

電子書籍等へ
の取組方針を
策定する

→ →

実施
状況

新聞記事等の
オンラインデー
タベースを中央
図書館に導入
した。

公衆無線LAN
を導入した。

西図書館にて
国立国会図書
館ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾚｸ
ｼｮﾝ送信ｻｰﾋﾞｽ
を提供開始。
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｺｰﾅｰ
を西図書館に
設置した。
電子図書館ｻｰ
ﾋﾞｽの検討を開
始した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

電子図書館の
導入を検討し
た。
視覚障害者情
報総合ネット
ワーク「サピエ
図書館」の加入
を検討した。
情報データ
ベースの利用
促進を図るた
め、判例データ
ベースを利用し
た図書館講座
を行った。

サピエ図書館
に加入し、ハン
ディキャップ
サービスにおけ
る相互貸借を開
始した。
電子図書館の
導入について
引き続き検討し
た。

サピエ図書館
の利用や新聞
記事などの情
報データベース
のさらなる利用
促進を図った。
電子図書館
サービスの導入
準備を行った。
インターネット
コーナーを設置
するとともに、国
立国会図書館
デジタル化資料
送信サービス・
歴史的音源の
閲覧を開始した
（中央・東・北）。

「船橋市図書館
電子書籍サー
ビス」を導入し
た。
新聞記事デー
タベース「ヨミダ
ス歴史館」の閲
覧を開始した
（中央・東・北）。

「船橋市図書館
電子書籍サー
ビス」のＷｅｂ申
し込みを開始し
た。

　次世代の情報通信社会に対応した、図書館サービスを目指す

前期
計画

後期
計画

　新聞記事などの情報データベース、電子書籍など、図書館が行うべきサービスは
何かを調査研究する。
　社会情勢をみながら、新たなサービスの取組方針を策定し、導入する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　②効率的な図書館運営

ｇ）移動図書館業務の見直し

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
貸出返却業務
も含めた業務委
託を継続する

→ →
ｽﾃｰｼｮﾝの見直
しと新たなｽﾃｰ
ｼｮﾝ設置を行う

→

実施
状況

移動図書館ス
テーションを
38ヶ所とした。

→

移動図書館ス
テーションを
37ヶ所とした。
Webからの移動
図書館受取予
約を開始した。
システムの更新
に合わせ移動
図書館をオンラ
インに切り替え
た。

移動図書館ス
テーションを
35ヶ所とした。
移動図書館の
業務用端末を
増設した。

移動図書館運
営基準の見直
しを行った。
自動音声電話
の運用開始に
伴い、移動図書
館受取の予約
資料の電話連
絡を開始した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

移動図書館の
運用に関する
基準を策定する
ための準備を
行った。

移動図書館の
運用に関する
基準を策定し
た。
北部公民館図
書室の開室に
伴い34ステー
ションとした。

フェルマータ船
橋に新ステー
ションを設置し、
35ステーション
とした。
移動図書館で
もセカンドブック
の受け取りを開
始した（事前予
約制）。

　　　　→

　

　　　　→

　公民館図書室のネットワーク化に応じて、順次ステーションの統廃合を行う。
　ステーションの統廃合によって生ずる時間的余裕は、１ステーションの滞在時間を増やし、
サービスの充実を図る。
　図書館を利用できない環境にある市民に図書館サービスを提供する手段として位置付
け、業務を継続する。

前期
計画

後期
計画

　図書館を利用できない環境にある市民に図書館サービスを提供する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　②効率的な図書館運営

ｈ）効率的な予算執行事務の推進

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
図書館予算を
中央図書館に
一元化する

→

選書業務の一
元化により、効
率的な図書購
入を行う

→ →

実施
状況

図書館予算を
中央図書館に
一元化した。

→ → →

29年度から二
次選書、発注業
務は西図書館
が一括して行う
こととした。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

平成29年度か
ら中央・東・北
図書館に指定
管理者制度を
導入し、図書購
入などの予算
執行業務を西
図書館に一元
化した。

　予算執行の一元化、選書業務の一元化による事務の効率化を図るとともに、予算執行に
係る職員配置の見直しを行う。

前期
計画

後期
計画

　４館それぞれに予算措置されている図書館予算を全て中央図書館に一元化する。
　選書業務を一元化するとともに、効率的な図書購入を行う。

前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　②効率的な図書館運営

ｉ）業務委託の導入と指定管理者制度の調査研究

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

業務委託導入
の検討をすると
ともに、指定管
理者制度につ
いても図書館運
営になじむのか
調査研究する

委託等の実施
方針を決定し、
委託仕様書作
成、委託化の予
算を要求する
職員配置の見
直しを検討する

図書館のカウン
ター業務等の
委託を実施する
職員配置を見
直す

→ →

実施
状況

業務委託導入
の検討をすると
ともに、指定管
理者制度につ
いても図書館運
営になじむのか
調査研究した。 → →

平成29年度か
ら、中央・東・北
図書館に指定
管理者制度を
導入することと
した。

指定管理者制
度導入に向け
た諸準備を実
施した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

平成29年度当
初から中央・
東・北図書館に
指定管理者制
度を導入した。

　カウンター業務等の委託を実施する中で、職員配置の見直しを行い、正規職員は専門性
が求められる選書、情報発信、事業企画などのバックヤード業務に専念できる環境を整備
し、専門知識を有する人材の有効活用を図る。
　併せて、開館日数の拡大、開館時間の延長などのサービスの拡充を実施する。

前期
計画

後期
計画

　図書館のカウンター業務等の委託を実施する。
　ネットワーク公民館図書室業務の委託化も併せて実施する。
　業務委託導入の検討にあたっては、図書館サービスを効果的・効率的に提供する
ため、指定管理者制度についても図書館運営になじむのか調査研究する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　②効率的な図書館運営

ｊ）新しい図書管理システムの整備

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

新図書管理シス
テム、ICタグシス
テムの導入を検
討する

新図書管理シ
ステム、ＩＣタグ
システムの予算
を要求する

新図書館システ
ム、ＩＣタグシス
テムの導入を準
備する
図書にＩＣタグを
装備する

図書管理システ
ムを更新する
図書館におい
て、　ＩＣタグシ
ステムの運用を
開始する

→

実施
状況

新図書管理シ
ステム、ICタグ
システムの導入
を検討した。

新図書管理シ
ステム、ＩＣタグ
システムの予算
を要求した。

新図書館管理
システムを導入
した。

ICタグシステム
の予算を要求し
た。

図書にICタグを
装備し、ICタグ
システムの運用
を開始した。
自動音声システ
ムの運用を開始
した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

図書館システム
更新に向けて、
現状の課題を
踏まえ、新たな
機能等の検討
を開始した。

図書館システム
更新に向けて
現状の課題を
踏まえ、新たな
機能等の検討
を行った。

図書館端末の
入替を行った。
図書館システム
更新に向けて、
新たに設定する
機能を確定し
た。

図書館システム
を更新した。
中央・東・北図
書館に予約棚
システムを導入
した。

ICタグシステム
の次期更新に
向けた準備を
行った。

　新しい図書管理システムへの更新と併せ、ＩＣタグシステムを導入する。

前期
計画

後期
計画

　ＩＣタグに対応する図書管理システムを導入する。
　新規に購入する図書にＩＣタグを装備する。
　図書館においてＩＣタグシステムの運用を開始する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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１）図書館サービス推進　②効率的な図書館運営

ｋ）職員配置と専門職の確保

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

図書館予算を
中央図書館に
一元化し、職員
配置を見直す
有資格者の育
成、確保を行う

有資格者の育
成、確保を行う

選書業務の一
元化、ｶｳﾝﾀｰ業
務等の委託化
により、職員配
置を見直す
有資格者の育
成、確保を行う

→ →

実施
状況

図書館予算を
中央図書館に
一元化し、職員
配置を見直す
有資格者の育
成、確保を行っ
た。
有資格者数
18名／41名

有資格者数
21名／４１名

有資格者数
23名／41名

平成29年度か
ら、中央・東・北
図書館に指定
管理者制度を
導入することと
した。また、新
西図書館にお
ける望ましい職
員体制を検討し
た。
図書館アドバイ
ザーによる研修
を実施した。
有資格者数
23名／40名

図書館アドバイ
ザーによる研修
を実施した。
司書有資格者
の職務経験者
を採用した。
H29年度有資
格者採用に向
けて公募・試験
を行った。
有資格者数
22名／39名

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

西図書館に中
心館としての人
員配置をすると
ともに、司書資
格を有する職員
を配置した。ま
た、職員の専門
性の向上を図っ
た。
西図書館
有資格者数
　18名／28名
※指定管理者
は職員の50％
以上が司書で
あることが仕様
書に盛り込まれ
ている

職員の専門性
の蓄積に配慮
し、司書講習や
研修に参加す
ることで、専門
性の向上を図っ
た。
西図書館
有資格者数
　16名／27名

※指定管理者
は職員の50％
以上が司書で
あることが仕様
書に盛り込まれ
ている

　　　　→

西図書館
有資格者数
　15名／27名

※指定管理者
は職員の50％
以上が司書で
あることが仕様
書に盛り込まれ
ている

　　　　→

西図書館
有資格者数
　15名／26名

※指定管理者
は職員の50％
以上が司書で
あることが仕様
書に盛り込まれ
ている

　　　　→

西図書館
有資格者数
　13名／25名

※指定管理者
は職員の50％
以上が司書で
あることが仕様
書に盛り込まれ
ている

※西図書館の有資格者数は、非常勤・会計年度任用職員を除く

　業務委託の導入により、正規職員は選書業務、情報発信、事業企画等の専門性を必要と
する業務に専念できる環境を整備する。

前期
計画

後期
計画

　図書館予算や選書業務の一元化、業務委託の導入により、職員配置を見直す。
　職員配置を見直しするなかで、有資格者の育成と確保を行う。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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２）図書館の再整備とネットワークの拡充　①図書館の整備と充実

ｌ）図書館の整備と充実

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
新西図書館
建築設計着手
建築設計完了

新西図書館
新築工事着工

新西図書館
新築工事継続

新西図書館
新築工事竣工
開館準備
新館開館

→

実施
状況

新西図書館
建築設計着手

新西図書館
新築設計完了
新築工事着工

新西図書館
新築工事継続

新西図書館
新築工事継続
中央・東・北図
書館に公衆無
線LANを導入し
た。
東図書館の空
調改修工事を
行い、照明を
LEDに変更し
た。
東図書館にYA
コーナーを設置
した。

新西図書館
新築工事竣工
開館準備。10月
21日に新館開
館
郷土資料室の
西図書館移設
に伴い、中央図
書館の郷土資
料室を多目的
室にした。
中央館・東館の
パソコン席を増
設し、各館のパ
ソコン席の電源
貸出を開始。
中央館のYA
コーナーを整備
した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

北図書館等複
合施設空調設
備及び電気設
備改修工事の
設計を行った。

北図書館等複
合施設空調設
備及び電気設
備改修工事に
ついて検討し
た。

北図書館等複
合施設空調設
備及び電気設
備改修工事に
ついて引き続き
検討した。
東図書館の学
習室を多目的
室に変更し、ど
なたでも利用で
きる席とした。

北図書館等複合
施設空調設備そ
の他改修工事を
行った。
東図書館等複合
施設給排水設備
改修工事の設計
について検討し
た。
北図書館ＡＶコー
ナーを１階に移設
したほか、2階会
議室を多目的室
に変更した。

東図書館等複
合施設給排水
設備改修工事
の設計につい
て検討した。
中央図書館空
調設備改修工
事設計委託に
ついて検討し
た。

　震災の被害を受けた西図書館については建替えを実施する。
　西図書館の建替え後は、４館の図書館による図書館サービスを実施していく。
　既存の施設の改修等を行う時に、閲覧席の増設等により、利用者の利便性を高める施設
改善を図る。

前期
計画

後期
計画

西図書館については、建築設計を行い、建替え工事に着手し、完成後開館する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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２）図書館の再整備とネットワークの拡充　②公民館図書室の整備と効率的な運営

ｍ）ネットワーク化の推進

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

法典公民館図書
室をネットワーク
化する
計８館

→

西部公民館、新
高根公民館、三
山市民センター
をネットワーク化
する
東部公民館、夏
見公民館で貸出
返却拠点サービ
スを開始する
計１３館

→

【整備時期未定】
東部公民館建替
え時には図書室
をネットワーク化
する
　東部公民館貸
出返却拠点サー
ビス終了計１３館

実施
状況

法典公民館図
書室をネット
ワーク化した。
計8館

→

西部公民館、新
高根公民館、三
山市民センター
をネットワーク化
した。
東部公民館、夏
見公民館で貸出
返却窓口を設置
した。
計１３館

→

（前期において
東部公民館建
替え実施は無
し）
　　　　→

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画

ネットワーク公
民館図書室等
の実績を評価
する中で、拠点
の設置とサービ
スの方法を検討
する

→ → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

さらなるサービ
ス拠点の設置
準備を進めると
ともに、拠点に
おけるサービス
の方法を検討し
た。

浜町公民館図
書室、北部公民
館図書室をネッ
トワーク化した。
計15館

大穴小学校市
民図書室のネッ
トワーク化につ
いて検討した。

大穴小学校市
民図書室をネッ
トワーク化した。
計16館

松が丘公民館
図書室、八木が
谷・飯山満公民
館図書コー
ナーをネット
ワーク化した。
計19館

　現在ネットワーク化した蔵書を持つ公民館図書室８館に加え、計画期間内には４館のネット
ワーク化を進め、合計１２館の公民館図書室を図書館とネットワーク化する。
　市民の利便性が高く、図書館サービスの拠点設置要望の多い地区に予約図書の貸出と図
書の返却ができる拠点１館を設置する。
　ネットワーク公民館図書室１２館、公民館の貸出返却拠点１館、合計１３館を整備する。
　ネットワーク公民館図書室等の設置が整った時点で、その実績を評価する中で、さらなる
サービス拠点の設置及び拠点におけるサービスの方法を検討する。

前期
計画

後期
計画

　西部公民館、新高根公民館、三山市民センター（ネットワーク化する公民館図書室に準じて
整備する。）をネットワーク公民館図書室としてサービスを開始する。
　市民の利便性が高く、図書館サービスの拠点設置要望が多い前原地区については、東部
公民館に予約図書の貸出と図書の返却ができる拠点として設置する。また東部公民館の建
替え時には、ネットワーク公民館図書室としてサービスを開始する。
　同じく市民からの図書館サービス拠点の設置要望が強い夏見地区については、既存の夏
見公民館に蔵書を持たない貸出返却拠点を整備する。

　ネットワーク公民館図書室等の設置が整った時点で、その実績を
評価する中で、さらなるサービス拠点の設置及び拠点におけるサー
ビスの方法を検討する。

13 ページ



２）図書館の再整備とネットワークの拡充　②公民館図書室の整備と効率的な運営

ｎ）貸出業務の委託化

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

ﾈｯﾄﾜｰｸ公民館
図書室の業務
委託仕様書を
作成し、委託化
の予算を要求
する

ﾈｯﾄﾜｰｸ公民館
図書室の業務
委託を実施する

→ →

実施
状況

図書館でのカウ
ンター業務等の
委託化（事業項
目i）と併せて検
討を行った。

→

平成29年度か
ら中央・東・北
図書館に指定
管理者制度を
導入することと
した際、ネット
ワーク公民館図
書室は対象外と
した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

　ネットワーク公民館図書室の業務の委託を実施する。

前期
計画

後期
計画

　図書館のカウンター業務等の委託と併せて、ネットワーク公民館図書室業務の委
託を行う。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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２）図書館の再整備とネットワークの拡充　②公民館図書室の整備と効率的な運営

ｏ）開館時間の拡充

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

ﾈｯﾄﾜｰｸ公民館
図書室の開館
時間を午前９時
３０分から午後５
時とする

→ →

実施
状況

午後1時から開
館の小室・丸
山・塚田の公民
館図書室の開
館時間を延長
し、午前10時30
分開館とした。

→ →

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

ネットワーク公
民館図書室等
の開館時間延
長準備を進め
る。

ネットワーク公
民館図書室の
開館時間を午
前9時30分から
午後5時とした。

東部公民館図
書貸出返却窓
口の開館時間
のあり方を検討
した。

東部公民館図
書貸出返却窓
口の開館時間
を拡充した。
※（火）～（金）
午後8時まで

　　　　→

　ネットワーク公民館図書室の開館時間を午前９時３０分から午後５時とする。

前期
計画

後期
計画

　ネットワーク公民館図書室の開館時間を午前９時３０分から午後５時とする。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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２）図書館の再整備とネットワークの拡充　②公民館図書室の整備と効率的な運営

ｐ）返却ポストの設置

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

公民館への返
却ポスト設置を
検討する
設置予算を要
求する

【既設】海神公
民館、坪井公民
館、法典公民館
合計３か所設置

実施
状況

公民館への返
却ポスト設置を
検討した。
設置予算を要
求した。

坪井公民館、法
典公民館、丸山
公民館、小室公
民館、塚田公民
館、高根台公民
館、薬円台公民
館の5か所に設
置した。
合計8か所設置

西部公民館、新
高根公民館、三
山市民ｾﾝﾀｰ、
東部公民館、夏
見公民館、
FACE（駅連絡
通路）の６か所
に設置した。
合計１４か所設
置

→ →

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画

サービス拠点の
設置検討と併
せ返却ポスト設
置を検討する

→ → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

新たなサービス
拠点である浜町
公民館、北部公
民館の2か所に
設置した
※合計16か所

大穴小学校市
民図書室に設
置を検討した。

大穴小学校に
設置した。
※合計17か所

松が丘公民館、
八木が谷・飯山
満公民館に設
置した。
※合計20か所

　ネットワーク公民館図書室、公民館の貸出返却拠点、ＦＡＣＥ(総合窓口センター)等では、
施設の開館時間内であればいつでも返却できるよう移動式の返却ポストを合計１４か所に
設置する。

前期
計画

後期
計画

丸山公民館、小
室公民館、塚田
公民館、高根台
公民館、薬円台
公民館の５か所

に設置する
合計８か所設置

西部公民館、新
高根公民館、三
山市民ｾﾝﾀｰ、
東部公民館、夏
見公民館、
FACE（総合窓
口ｾﾝﾀｰ）の６か
所に設置する
 合計１４か所設
置

→ →計画

　ネットワーク公民館図書室、公民館の貸出返却拠点、ＦＡＣＥ(総合窓口センター)
等に返却ポストを設置する。
　合計１４か所設置（既設３か所　新設１１か所）

　さらなるサービス拠点の設置及び拠点におけるサービスの方法の
検討にあたっては、返却ポストの設置も併せて検討する。
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３）読書機会の推進

ｑ）市民との協働の推進

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
市民との協働に
ついてのあり方
を調査研究する

具体的な協働
事業を実施する

→ →

実施
状況

返却ポスト（フェ
イスビル）の整
理業務をNPO
法人に委託し
た。
図書館所蔵資
料展の受付ボラ
ンティアを開始
した。

書架整理ボラン
ティアを募集し
た。

古文書の解読等
を行っている、船
橋市西図書館の
古文書を読む会
をボランティア団
体として登録し
た。
学生向けボラン
ティア体験の受け
入れを実施した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

図書館ボラン
ティアの活動内
容の拡充を検
討する。
NPOの活動紹
介を取り入れた
展示など、市民
団体と連携した
事業を実施し
た。

ボランティア団
体による図書館
講座（古文書講
座）を開催し
た。

西図書館で読
み聞かせボラン
ティア養成講座
を実施し、ボラ
ンティアとの連
携を深め、活動
を支援した。

北図書館を除く
３館で読み聞か
せボランティア
養成講座の実
施を予定してい
たが、新型コロ
ナウイルス感染
症拡大防止に
伴う事業の中止
により、西図書
館のみの実施と
なった。

４図書館でボラ
ンティア養成講
座等を実施し
た。
大穴小学校市
民図書室で、地
域の読み聞か
せボランティア
団体と協働でお
はなし会を開催
した。

　図書にかかわる各種ボランティアとの連携を深め、活動を支援していく。

前期
計画

後期
計画

　図書館が行うことのできる支援活動と、ボランティアが図書館で行うことのできる活
動を具体化させる。
　ボランティア活動している市民を積極的に図書館に受け入れ、図書館職員との連
携を図り、図書館での市民協働事業を推進する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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３）読書機会の推進

ｒ）関係機関との連携の推進　

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画
連携の方法と連
携先を調査研
究する

具体的な協働
事業を実施する

→ →

実施
状況

本町通り商店街
のイベント（本の
リサイクル）への
参加を開始し
た。
公民館と共催し
図書館活用講
座を実施した。

庁内他課のイ
ベントに参加し
た（関連図書や
パネル展示）。
地元企業のイ
ベント（新京成
サンクスフェア）
で資料をパネ
ル展示した。
ヘルシー船橋
フェアに参加し
た（東武百貨
店）。
図書館講座を
開始した。

新西図書館の
多目的室を会
場とし、医療セ
ンターと連携し
た医療講演会・
相談会やその
他講座、ギャラ
リー展示の開催
を開始した。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

図書館講座や
展示等で他部
署との連携事業
を実施した。
県など更なる連
携先を検討し
た。

環境政策課、障
害福祉課、包括
支援課、千葉県
庁や千葉県立
中央博物館な
どとの連携事業
を実施した。

西船橋商店会
のイベント（本の
リサイクル）への
参加を開始し
た。
文化課、飛ノ台
史跡公園博物
館、ふなばし三
番瀬環境学習
館などとの連携
事業を実施し
た。

近隣市の図書
館（八千代市立
図書館）との交
換展示を実施し
た。
各館で関係機
関との連携事業
を実施したほ
か、中央図書館
メインホールの
利用について
各課へ周知し、
市民協働課・文
化課のチラシ配
布を開始した。

健康政策課、動
物愛護支援セ
ンター、市民協
働課、ふなばし
三番瀬環境学
習館などとの連
携展示を行っ
た。

　公民館などの教育委員会の施設や、市役所をはじめ国や県の様々な機関と連携し、各種
事業に参加するなどの形で、事業に関連する図書の紹介や、図書を通じた情報提供の機
会を持つことで、市民の読書機会の拡大を図る。

前期
計画

後期
計画

　連携の方法や事業展開の方法とともに、どのような機関と連携できるのかを調査研
究する。
　調査研究の結果を踏まえ、具体的な連携事業を実施する。
　社会情勢をみながら、新たなサービスの取組方針を策定する。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。

18 ページ



３）読書機会の推進

ｓ）子どもの読書環境の整備　

最終
目標

目標

年次 ①平成24年度 ②平成25年度 ③平成26年度 ④平成27年度 ⑤平成28年度

計画

【平成２１年度か
ら実施中】
子どもの読書活
動推進計画を踏
まえ、事業を実施
する

子どもの読書活
動推進計画の
実施状況を取り
まとめ、今後の
子どもの読書環
境の整備方針
を検討する

検討結果に基
づき、子どもの
読書環境の整
備に取り組む

→ →

実施
状況

子どもの読書活
動推進計画を
踏まえ、事業を
実施した。

子どもの読書活
動推進計画の
実施状況を取り
まとめ、今後の
子どもの読書環
境の整備方針
を検討した。

検討結果に基
づき、「第二次
船橋市子供の
読書活動推進
計画」を策定し
た。

セカンドブック
事業の実施を
検討し、予算を
要求した。
読書記録手帳
の配布を開始し
た。

目標

年次 ⑥平成29年度 ⑦平成30年度 ⑧令和元年度 ⑨令和2年度 ⑩令和3年度

計画 → → → → →

実施
状況

及び

実施
のた
めの
方策

6月からセカンド
ブック事業を開
始した。
YAだよりの発刊
や図書館講座
など中高生を対
象とした事業を
実施した。
学校との連携強
化に向けて、学
校司書研修や
校長会などで
周知、情報収集
した。

「第二次子供の
読書活動推進
計画」の実施状
況に基づき、
「第三次船橋市
子供の読書活
動推進計画」を
策定した。

読み聞かせ初
心者の方向け
に、図書館主催
で読み聞かせ
講座を実施し
た。また、市内
の高校と連携
し、10代の利用
者を対象とした
事業を行った。
北図書館のＹＡ
コーナーを拡充
したほか、全館
にコミュニケー
ションボードを
設置した。

おはなし会等の
事業の多くが中
止になったた
め、自宅にいて
も子供との触れ
合いを楽しめる
よう、わらべうた
と切り紙の動画
を配信した。ま
た、各館のYA
コーナーでは、
コミュニケーショ
ンボードを利用
者同士の交流
の場とし、テー
マに対する投稿
を掲示した。

セカンドブック
の配付対象者
に転入者を加
えた。
オンライン等で
10代の利用者
を対象にした職
業案内講座を
開催した。

　子どもが読書の楽しさに気づき、自ら進んで読書を楽しむことができる環境づくりのため
に、図書館は、学校、幼稚園、保育園、児童ホームなどにおける読書活動に積極的に関わ
る体制を構築するとともに、魅力ある図書館づくりを目指す。

前期
計画

後期
計画

　「子どもの読書活動推進計画」を、関係機関との連携のもと推進する。
　学校、幼稚園、保育園、児童ホームなどにおける読書活動に積極的に関わってい
く。
　児童書の充実、おはなし会の実施、児童図書に関する情報発信を行い、読書体
験する場としての事業を実施していく。

　前期計画の実施状況を検証しつつ継続する。
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